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魅力ある 

②評価 

⑤ 

その単元で目指す児童像を考えながら、学ばせ

たい内容（ねらい）を、まず記入する 

◎ねらいが達成できたかどうかをどのように評価・確認し、指導に活かすか。 

 

⑥到達させるべき答え 

ALをねらう授業 

資料② 

子供が興味をひく、魅力ある本質的な問いを考える【重要】 

・ねらいにせまるために学習内

容をすべて洗い出し、ねらい

に迫るために精選する。 

※「子供たちの実態」や「活用

できる知識･技能」も踏まえ

る。 

・ 

・ 

・ 

 

③子供たちの実態・課題 

・ 

・ 

・ 

③活用できる知識・技能 

授業者として、児童の実態を詳しく書く。 

特にその教科について特性を書くことで実

態に即した授業に近づける 

今まででの知識技能の中で授業中に活用で

きるものを洗い出す。授業者が理解してお

くことで学びをつなげる 

④ねらいにせまる学習内容を精選 
⑦子供の思考jに沿った学習計画 

授業 



須影型アクティブ・ラーニング」を目指した逆向き授業設計シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身の回りの大地やその中に含まれる物に興味をもち、地層やその中に含まれる物を観察したり、大地の構成

物やでき方について資料などで調べたりして、大地は礫、砂、泥、火山灰などからできていて、地層は流れ

る水のはたらきや火山の噴火によってできることを捉えることができるようにする。 

・大地は、礫、砂、泥、火山灰などからできており、それらが層を作っていることがあることを理解している。 

・実験結果から、流れる水のはたらきや火山のはたらきによる地層のでき方や広がりなどを推論し、自分の

考えを表現している。 

 

・いろいろな地層を観察しなが

ら共通点を洗い出す。 

・水のはたらきでできた地層の

特徴や、堆積岩や化石につい

て調べる。 

・水のはたらきでできた地層の

でき方を考え、水槽に土を流

し込むモデル実験を通して調

べる。  （実験） 

・地層は、流れる水のはたらき

や火山の噴火によってできる

ことをまとめる。 

・双眼実体顕微鏡などで火山灰

を洗い出して観察する。 

・ボーリング試料や火山灰など

を調べ、地層のでき方を考え

る。（観察） 

・火山のはたらきでできた地層

の特徴を調べる。 

地層の縞模様はどのようにできたのだろうか。 

 

③活用できる知識・技能 

① 

⑦子供の思考jに沿った学習計画 

授業 

② 

評価 

④ねらいにせまる学習内容を精選 

地層のしま模様は、長い時間をかけ礫・砂・泥などの大きさや色のちがう粒が流

れる水のはたらきや火山のはたらきで広範囲に繰り返し堆積してできた。 

ALをねらう授業 

 

③子供たちの実態・課題 

第１時 私たちの住んでいる大地は、どのような物でできて

いるのか、資料を見て話し合う。単元を貫く問い 

「地層の縞模様はどのようにできただろうか」を提示。 

 

第２時 いろいろな地層を観察しながら共通点を洗い出す。 

   問題→地層を構成する粒子はなんだろう？  

第３時 ボーリング試料(3種)を調べ、地層のでき方を考える。 

★ 問題→学校の下に地層はあるだろうか(パート１)？  
 

第４時 仲間とデータを共有し、学校の地下の様子を把握する。 

★  問題→学校の下に地層はあるだろうか(パート２)？ 

 
 

第９時 学習したことをまとめよう。たしかめ・発展 

第６時 流れる水のはたらきの岩石と火山のはたらきの岩石を比較する。 

● 問題→堆積岩と火成岩の違いは？？ 
 

第７時 流れる水のはたらきでできた地層を実験で作ってみよう 

◆  問題→流れる水によって堆積された地層の様子は？  

 

第８時 礫層が上に？こんな地層を実験で作ってみよう 

◆ 問題→礫層が上にある地層はどうできただろうか？  

 

第５時 火山灰と学校地下の砂層を比較し共通点と相違点を洗い出す 

● 問題→学校の下に火山灰はないのか？ 
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入力例 ⑥到達させるべき答え 

魅力ある ⑤ 


